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観測量であるBGPテーブルからルーティングポリシ
が復元できるか
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因果関係
⼊⼒
ルーティングポリシー
例：RPSL

出⼒
BGPテーブル
（フルルート）

BGPネットワーク

全ASについて
それぞれ 全ASについて



逆を考えて
•観測されたBGPテーブルの情報からASのルーティングポリシーが導
き出せるはず（逆問題）

•課題
• 全ASのポリシーから全BGPテーブルが作られている
• 全BGPテーブルの収集は現実的ではない
• しかし，特定の観測点を決めてそこのBGPテーブル収集は可能だろう

•限られた観測点のBGPテーブルから部分的にでもポリシー
情報を得られないか？

•部分的：限られたASのポリシ？／限られたASとの関係？・・・



簡単なモデルでシミュレーション

• 10AS,  15Link

• ISP:   A~D  all Transit

• User: E~J no Transit

• 1AS 1プレフィックス 1ルータ

実環境は，80万経路（v4），９万経路（v6），AS数は7万弱



ポリシー（RPSL） BGPテーブル



ニューラルネットワーク
３層パーセプトロン

⼊⼒層 中間層 出⼒層

300ノード 100ノード 100ノード

⼊⼒データはルータA,B,Hの
BGPテーブル内のASパス
に出現する隣接ASの出現
頻度の⾏列を１次元に
並べ替えた300次元ベクトル

出⼒データは10ASからなる
前出モデルネットワークの
トポロジ⾏列を100次元
ベクトルに展開したもの



まとめ
•全ASの隣接ASを再現可

•これから
• ⼊⼒データとして，ASパスに出現する複数ASの並びの出現頻度
→トランジット等のポリシが再現できるのではないか．

• 1AS複数ルータの取扱いは容易
→ BGPで取扱えるルーティングポリシは取扱えるだろう．

•これによって
• BGPテーブルから様々なルーティングポリシが復元できるのではないか．


